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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月14日(2017.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細胞内のアンドロゲン受容体（ＡＲ）活性を阻害する方法であって：
細胞内のアンドロゲン受容体（ＡＲ）レベルを下方制御する工程；
を含む、方法。
【請求項２】
　ＡＲレベルを下方制御するステロイド系化合物を細胞に送達する組成物を投与する工程
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記化合物が、酢酸アビラテロン、ＴＡＫ－７００又はガレテロンから選択される参照
化合物よりも強力なアンドロゲン合成阻害剤ではない、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記化合物が、酢酸アビラテロン、ＴＡＫ－７００又はガレテロンから選択される参照
化合物よりも強力なＡＲアンタゴニストではない、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
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　前記化合物が、ＡＲを有する細胞の当該化合物への暴露が、ＡＲの下方制御、ＡＲが介
在する転写の阻害、及び細胞増殖の阻害をもたらす、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＡＲの下方制御及びＡＲが介在する転写の阻害が、細胞増殖の阻害の前に起こる、
請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記化合物が、１μＭを下回るＩＣ５０でＣＹＰ１７を阻害する能力を有することを特
徴とする、請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　前記化合物が、約１５μＭを下回るＧＩ５０でＣＷＲ２２Ｒｖ１の増殖を阻害する能力
を有することを特徴とする、請求項２に記載の方法。
【請求項９】
　前記細胞が、全長及びスプライスバリアントの両方のアンドロゲン受容体を有する、請
求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記スプライスバリアントアンドロゲン受容体がリガンド結合ドメインを欠く、請求項
９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記スプライスバリアントアンドロゲン受容体がＡＲ－Ｖ７である、請求項９に記載の
方法。
【請求項１２】
　前記細胞がＡＲ抗アンドロゲン又はアンドロゲン遮断療法に応答しない、請求項１に記
載の方法。
【請求項１３】
　前記細胞が酢酸アビラテロンに耐性である、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記細胞がエンザルタミドに耐性である、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記細胞がアンドロゲン関連性疾患細胞である、請求項１に記載の方法。
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